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方法 

（１）乳牛の分娩後乳成分の調査 

（２）哺乳方法の違いによる、子牛の増体、 

  下痢発生状況の調査 

（３）子牛給与乳の浸透圧測定 
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（１）乳牛の分娩後乳成分の調査 

分娩後10日以内の個体乳の乳成分検査 

  ・検査検体：243検体 

常乳（バルク乳）の乳成分検査 

  ・H26.3～H26.6 

  ・検査検体：83検体 

  ・平均搾乳頭数：888頭 
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乳蛋白 
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乳脂肪 
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乳糖 
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浸透圧 
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乳成分の推移 
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（２）哺乳方法の違いによる、 

子牛の増体、下痢発生状況調査 

一酪農牧場にておける交雑種出生子牛 

 （黒毛和種×ホルスタイン種） 

調査項目 

  ・子牛出荷時体重 

  ・体重÷日齢（日齢体重） 

  ・下痢発生率 

  ・下痢発症牛の平均治療回数 
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試験区の概要 
日齢               出生     ～3日齢        4日齢～          20日齢～出荷 

                                                          (50日齢) 

区分 
頭
数 

対象牛 給与乳 給与乳 給与量 回数 給与乳 給与量 回数 給与乳 給与量 回数 

対照区 17 
H23.4～
H23.5生 

凍結 
初乳2L 

常乳 
700～
1500ml 

2回 常乳 
700～
1500ml 

2回 

代用乳 
1000ml 
（140g） 

3回 

試験区① 
高蛋白区 

64 
H25.4～
H25.5生 

初乳 2000ml 2回 常乳 
700～
1500ml 

2回 

試験区② 
高蛋白 

+ 
高脂肪区 

37 
H26.4～
H26.5生 

初乳 2000ml 2回 
常乳＋       

10%  
代用乳 

700～
1500ml 

2回 

カーフハッチ 自動哺育（群飼育） 

人工乳の不断給餌 
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代用乳添加時の乳成分値 
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代用乳添加時の乳成分値 
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下痢発生状況 
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（３）子牛給与乳の浸透圧測定 

氷点（凝固点）降下法にて測定 

測定材料 

  ・代用乳（規定希釈倍率溶解） 

  ・常乳 

  ・代用乳を添加した常乳 
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浸透圧測定結果 

代用乳 代用乳 常乳 10%添加 15%添加 20%添加 25%添加 

浸透圧 235  308  283  523  638  758  895  
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考察① 
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高体細胞    白血球 

高い乳蛋白率 

高い乳脂肪率 

上昇する乳糖率 子牛のエネルギー源 

免疫力の付与、強化 
免疫グロブリン 

ラクトフェリン 



考察② 

乳牛の分娩後の乳成分変化に同調する哺育
方法は、給与量を増やすことなく、子牛の栄
養充足率を上げる事が出来る。 

栄養充足率の向上により、発育の向上、下痢
治療回数の減少につながったと考えられる。 

代用乳を添加することは、浸透圧の上昇を招
き、下痢の原因となり得るが、濃度調整にて
下痢のコントロールは可能と考える。 
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考察③ 
 給与量の増加     第四胃の物理的拡張 
   

   第四胃鼓張、変位のリスク        人工乳の採食量低下  
 

                        離乳時、人工乳の急激な採食量増加 
 

                            未消化性下痢の原因 

 

 濃度調整     人工乳の早期採食 
 

          人工乳の緩やかな採食量増加 
 

               第一胃の発達 
 

          離乳から育成期への移行が安定 

 

000000 濃度調整による哺乳方法は、子牛の発育、疾病対策に有効であり、 
また、離乳から育成期においても、安定した発育が期待できる方法である 

(株)益田大動物診療所 


